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薬 局 経 営 に お け る 杜 会 成 果 の測 定 ・ 評 価
一 実態調査をもとに 一 １）

中 村 賢 治
（日 本 大 学）

Ｉ は じ め に

薬 局 は 医 薬 晶 の 調 剤 ・ 販 売 を 行 う性 格 上、 小 売 業 で あ る と 同 時 に 「医 療 機 関」 で も あ る。 そ

の た め 薬 局 経 営 は 誤 っ た 服 用 を 回避 す る た め の 医 薬 品 の 投 薬 指 導、 休 日、 時問 外 の 処 方 せ ん の

応需、 医 薬 セ ンタ ー と して の 地域 社 会 へ の 貢 献 な ど の ｒ社 会 的 使 命」 を 本 質的 に 有 す る もの で

あ る。 そ のた め 薬 局 経 営 の 成 果 測 定 は、 経 済 的 側 面 の み な ら ず 社 会 的側 面 を も 含 め た 総 合 的 な

評 価 が 求 め ら れ る。

し か し、 医 療 行 為 の 性 格 上、 患 者 が こ の よ う な 評 価 を 行 う の は 極 め て 困 難 で あ る。 こ れ ま で、

病 院 経 営 に お け る 「医 療 の 質」 に 関 す る 研究 は、 主 と し て 病 院 管 理 学 に お いて 展 開 さ れ て い る

が、 薬局 経 営 の 社 会 成 果 に 関 す る 先 行研 究は、 昭 和５９年 度 と６３年 度 の ２度 に わ た っ て 実 施 さ れ

た ｒ保 険 薬局 の 業 務 と そ の 経 営 実 態 調 査』
２）

が 唯 一 で あ り、 理 論 研 究 ・実 証研 究 と も に い ま だ

ほと ん ど展 開 さ れ て い な い 状 況 に あ る。

こ の よ うな 間 題 状 況 の も と、 本 稿 で は 最初 に 企 業 社 会 成 果 概 念 に つ いて 概 観 し、 次 に 薬 局 経

営 の 社 会 成果 概 念 を 医 療 行 為 の 特 質 か ら 導 出 し、 そ の 評 価 対 象 と な る 項 目内 容 と 算 定 方 法 に つ

い て の考 察 を 行 う も の で あ る。

ＩＩ 企業社 会成果の 定義

一 般 に、 企 業 は そ れ 自 体 の 固 有 の活 動 と し て、 市 場 を 媒 介 と した 製 晶 ・ サ ー ビス の 交 換 取 引

を 行 う。 そ し て、 こ の 市 場 取 引 の 過 程 に お いて 派 生 的 に 生 じ、 市 場 を 経 由 せ ず に 社 会 に 与 え ら

れ る 影 響 が存 在 す る （図 一 １） 。 こ こ で 前 者 の 市 場 取 引 の 結 果 を 貨 幣 価 値 に よ っ て 測 定 ・ 評 価

図 一 １ 企 業 と 利 害 者 集 団 と の 相 互 関 係

企業

ω

、
一団 惇

ω → 市場を媒介とした取引関係

１２〕 一■一→ ω か ら 派 生 し た 市 場 を 経 由 し な い 影 響
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し た 結 果 （例 え ば 売 上 高、 営 業 利 益、 付 加 価 値 な ど） を 企 業 経 済 成 果 （ｃｏｒｐｏｒａｔｅ ｅｃｏｎｏｍｉｃ

ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ）
、

後 者 を 企 業 社 会 成 果 （ｃｏｒｐｏｒａｔｅ ｓｏｃｉａ１ ｐｅｒｆｏｍ ａｎｃｅ） と 呼 ぶ こ と に す る
。

す な わ ち、 企 業 社 会 成 果 と は、 企 業 が 市 場 を 媒 介 せ ず に 利 害 者 集 団 に 対 し て 与 え る 行 為、 およ

び そ の 影 響 度 を 測 定 ・ 評 価 し た 結 果 で あ る。 企 業 社 会 成 果概 念 の 具 体 的 範 躊 は 表 一 １ に 示 さ れ

３）
る

。

表 一 １ 企 業 社 会成 果 の 範 躊 と そ の 内 容 （代 表 例）

社 会 成 果 の 範 躊 内 容

従 業 員 成 果 雇 用 保 障、 教 育 訓 練、 雇 用 ・ 昇 進 に お け る 差 別 の 撤 廃、 福 利

厚 生、 仕 事 の 満 足 度

顧 客 成 果 製 品 ・ サ ー ビス の 安 全 性、 消 費 者 苦 情 の 対 応、 広 告 の 信 頼 度

地 域 社 会 成 果

自 然 環 境 成 果

地 域 計 画 へ の 参 加、 自 然 環 境 の 保 全、 慈 善 活動、 ボ ラ ンティ ア 活 動

公 害 防 除 設 備 の 設 置、 廃 棄 物 の 処 理 と再 生、 環 境 ア セス メ ン ト

の 実 施、 希 少 資 源 の 利 用

供給 業 者 成 果 不 公 正 な 取 引 慣 行 の 有 無、 仕 入 ／ 供 給 の 特 定化、 返 品 慣 行

（出所） 真 船 洋 之 助、 ｒ現 代 経 営 学』
、 テ イ ハ ン

、
１９９０

， ｐｐ１７８－２０２の 記 述 か ら 抜 粋 し 作 成。

企 業 社 会 成 果 の 測 定 ・ 評 価 に つい て は、 企 業 社 会 会 計 の 領 域 に お いて、 こ れま で 多 様 な ア プ

ロ ー チ が 提 示 さ れ て き て い る。 し か し、 社 会 成 果 概 念 の 多 義 性、 測 定 ・ 評 価 の 技 術 的 困 難、 測

定 コ ス トな ど の 理 由 か ら、 企業 が 社 会 に 与 え る 正 負 の 影 響 に つ いて 合意 の 得 ら れ た 測 定 方 法 は

ま だ 存在 し な い。 実 際 に わが 国 の場 合、 企 業 が 社 会 に 与 え る 影 響 に つ い て は、 産 業 公 害 が 社 会

問 題 とな っ た１９６０年 代 お よ び１９７０年 代 初 頭 に か け て、 い わ ゆ る ｒ企 業 の 社 会 的 責 任」 の 問 題 と

して 一 時 的 に 論 議 さ れ た に す ぎ ず、 そ の 後 の 展 開 は 活 発 と は 言 い 難 い 状 況 に あ る。 本稿 で は、

社 会 成 果 の測 定 ・ 評 価 の 問 題 を ｒ企 業 の 社 会 的 責 任」 あ る い は ｒ経 営 倫 理」 の 文脈 の 中 で 捉 え

る の で は なく、 企 業 と 社 会 （利 害 者 団 体） と の 相 互関 係 の 分 析 と い う 観 点 か ら考 察 す る も の で

あ る４）
。 以 下 に 述 べ る 薬 局 経 営 の 社 会 成 果 に 関 す る考 察 は、 企 業 社 会 成 果 の 応 用 研 究 の 一 環 で

あ る。

皿 薬局 の社会成 果

薬 局 経 営 が 患 者 に 対 して 行 う 投 薬 は、 そ れ 自 体 一 つ の 医 療 行 為 で あ る こ と か ら、 薬 局 経 営 の

問 題 は、 医 療 行為 と い う 包 括 的 な 枠 の 中 で 位 置 づ け ら れ る 必 要 が あ る。 薬 局 経 営 の 社 会 成 果を
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考 え る 上 で重 要 な意 味 を持 つ 医 療 行 為 の 特 質 は、 主 に 以 下 の 三 点 で ある。

（１１ 治 療 効 果の 不 確 実性

（２〕 医 師 ・ 薬 剤 師 と 患 者 間 の 情 報 格 差

１３〕 医 療 保 障制 度 下 で の 「体 系 化」 （わ が 国 の 場 合）

こ れ ら は 医 療 行 為 の 特 質 で あ ると 同 時 に ｒ医 療 の 質」 を 評 価 す る 際 の 問 題 点 で もあ る。 ま ず

ｌ１〕のよう に医 療 行為 の 効 果 は 客 観 的 判 断 が 困 難で あ り、 特 に 患 者 側 の 評 価 能 カ は 欠 如 し て い る。

こ の 一 因 は（２〕の 情 報 格 差 の 存 在 に も求 め ら れ る。 患 者 は 疾 病 の 診 断 ・ 薬 効 に つ い て 十 分な 知 識

を もっ て い な い。 そ の た め 患 者 は 合 理 的 に 医 療 機 関 を 選 択 で き な い 場 合 が 多 い。

ま た 国 民皆 保 険 制 度 に よ り、 我 国 の 医 療 は ほ ぼ 医 療 保 障 制 度 下 で 実 施 さ れ て い る。 こ れ に よ

り、 公 衆 衛 生 ・ 社 会 福 祉 の 向 上、 患 者 の 医療 費負 担 の 軽 減 な どの メ リッ ト が あ る 反 面、 過 剰 診

療、 医 療 の 「量 的側 面」 の 重 視、 予 防 医 療 の 立後 れな ど の デメ リ ッ トも 同 時 に 生 み 出 さ れ て い

る
。

こ の よ う に 現 行 の 医療 制 度 下 で は、 医 療 行 為 に お け る 患 者 主 権 の 観 点 が 希 薄 化 す る 傾 向 に あ

る。 従 っ て、 患 者 志 向 に基 づ く 医 療 経 営 の 向 上 を 実 現 す る た め に は 医 療 機 関 が 患 者に 対 し て 行

う 医 療 の 質 価 的 側 面、 す な わ ち 社 会 成 果 の 評 価 が 不 可 欠 であ る。 こ の こ と か ら、 医療 経 営 の 社

会 成 果 は ｒ医 師 ・ 薬 剤 師 が 患 者 に 行 う 医 療 行 為 の 達 成 度」 と 定 義 す る こ と が で き、 こ れ は 患 者

に 対 す る 貢 献 度 に 他 な らな い。

そ こ で 薬 局 の 社 会 成 果 は、 この 医療 経 営 の 社 会 効 果 を さ らに 特 定 化 し ｒ薬 剤 師 が 患 者 に 対 し

て 行 う 投 薬 行 為 の 達 成 度」 と 定義 す る こ と が で き る。 そ して そ の範 曙 は 対 患 者 成 果
５）

と い う観

点 か ら 以 下 の よ う に 分 類 す る こ と が 可 能 で あ る。

（１〕 投 薬 行 為 の 効 果
６）

１２〕 医 薬 品の 安 全 性 確 保

・ 薬 剤 師 の 技 術 水 準

・ 試 験 ・ 検 査 設 備 の 充 実 度

・ 備 蓄 薬 晶 の 廃 棄

． 処 方 せ んの 疑 義 問 い 合 わ せ

・ 調 剤 エ ラ ー の 状 況

１３〕 医 療 品 情 報 の 収 集 と 提 供

・ 薬 歴 管 理 の 状 況

・ 投 薬 指 導

・ Ｄ Ｉ 活 動 の 状 況
７）

１４） 処 方 せ ん の 応 需 体 制

・ 休 日 お よ び 時 間 外 の 応 需 状 況
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・ 近 隣薬 局 と の 協 力 体 制

各 範 曙 内 の評 価 項 目 は、 昭 和５９年 度 およ び 平 成 元 年度 の ｒ保 険 薬 局 の 業 務 と そ の 経 営実 態 調

査』 に お け る 知 見 に 基 つ い て い る （表 ２） 。

こ の 二 度 に わ た る 調 査 は、 薬 局 の 経 営 状 態 を 把 握 す る た め に 経 済 成 果 ・ 社会 成 果 の 両 面 か ら

の 分 析 を 企 図 し た も ので あ る。 調 査 結 果 は 薬 局 の調 剤 比 率 別 ラ ンク８）毎 に 集計 さ れ、 二 つ の 成

果 の 数 値 に よ っ て 各 ラ ンク の 比 較 が 行 わ れ て い る。 こ こ で は、 特 に 両 調 査 の 社 会 効 果 の 評価 方

法 に つ い て 焦 点 を あ て る。

薬 局 経 営 の 社 会 成 果 と い う 概 念 は 昭 和５９年 度 調 査 で は じめ て 用 い ら れ た。 た だ し、 厳 密 に は

５９年 度 調 査 に お ける 社 会 成 果 の 評 価 項 目に は、 売 上 高 総 利 益 率、 年 問 人 件 費 な どの 経 営 指標 も

含 ま れ て お り、 純 粋 な 社 会 成 果 の 測 定 ・ 評 価 と い い 難 い 側 面 が あ る。 しか し、 技 術 評 価 点 と 設

備点 の二 っ の項 目は、 薬 歴 業 務 の 充 実 度、 Ｄ Ｉ 活 動 状 況 ま た 薬 局 の 保 有 す る 設 備 の 充 実 度 な ど、

薬 局 経 営 の 社 会 成 果 の 特質 を 考 察 す る 際 の 重 要 な 基 礎 と な る 内 容 に よ っ て 集 計 さ れ て い る。 そ

し て、 平 成 元年 度 調 査に お け る 社 会 成 果 の 各 評 価 項 目 は、 主 に こ こ の 技 術 評 価 点 の 内 容 をさ ら

に 敷 術 し た もの で あ る。

表 一２ ｒ保 険 薬 局 の 業 務 と そ の 経 営 実 態調 査』 に お け る 薬 局 の 社 会 成 栗 の 測 定 ・ 評 価方 法

昭 和５９年 度 調 査 平成元年度調査

１、 調 査 対 象 会 営 薬 局１） 一般保険薬局

２．調 査票 発 送 数 ９ ０ 票 ２ １ ９ 票

３．集 計 客 体 数 ５ ６ 客 体 ５ ８ 客 体

４． 調 査 内 容 財 務 諸 表 の 数 値 に 基 づ く 経 営

指 標 の 分 析 と 薬 局 の 設 備 ・ 業

務 ・ 技 術 等 に 関 す る ア ン ケー

ト 調 査

財 務 諸 表 の 数 値 に 基 づく 経 営 指

標 の 分 析 と ア ンケ ー ト調 査 に よ

る 社 会 成 果 指 標 の 分 析

５． 社 会 成 果

Ａ
．

調 査 方 法

Ｂ
．

調 査 項 目

比 率 計 算 に よ る 定量 的 な 指 標

と ア ン ケ ー ト項 目 の 点 数 化

１
．

技 術 評 価 点
２）

２
．輩 備 点

３）

３
．

薬 剤 師 数

４．非 薬 剤 師 数

５．年 間 人 件 費

社会 成 果 調 査 の ア ンケ ー ト項 目

のウ ェイ ト づ け を 施 した 点 数 化

１．休 日 ・ 時 間 外 の 受 入 れ 態 勢

２．薬 歴 作 成 の 状 況

作 成 の 有 無

作 成 の 時 点

作成者
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６．一 日 当 り 処 方 せ ん ／薬 剤 師

７．一 月 当 り 調 剤 報 酬 ／ 従業 員

８．売 上 高 総 利 益

９．売 上 高 人 件 費 比 率

１０．売 上 高 総 利 益 率

１１
．調 剤 報 酬

１２．調 剤 外 報 酬

記入事項

３．薬 歴 に 基 づ く 服 薬 指 導 の 状 況

指 導 の 有 無

追跡調査

服 薬 情 報 の 医 師 通 報

４．医 療 品 情 報 提 供 活 動 の 状 況

Ｄ Ｉ 活 動 の 有 無

間合 わ せ を 受 け た 回 数

Ｄ Ｉ 機 関へ の 問 合 わ せ 回

数

情 報 提 供 パ ン フ レ ッ トの

準備

５．業 務 向 上 努 カの 評 価

業 務 マ ニ ュ ァ ルの 有 無

研修参加

近 隣 薬 局 と の 協 調

廃 棄 薬 品 の 有 無

医 療 機 関ｊ順位

５９

１） 会営 薬 局 と は 一 般 の 保 険 薬 局 では な く、 日 本 薬 剤 師 会 ま た は 地 方 薬 剤 師 会 が 開 設 ・ 運 営 を 行 う 薬 局 で

あ り、１１撫 薬 局 地 域 の 医 療 の 保 護 と 地 域 医 療 の 指 導 的 役 割 を 果 た し、１２〕医 薬品 の 備 蓄 セ ン タ ー と 医 療 品 情

報 の 収 集 伝達 の 機 能 を も ち、１３１休 日 調 剤 ・ 緊 急 調 剤 の 応 需 態 勢 を もつ、 な どの 特 別な 命 令 が 与 え ら れ て い

る 。

２） 技 術 評 価 点 は、 当 該薬 局 の 業 務 充 実 度 を 点 数 化 し た も の で あ り、 そ の 項 目 は 受 付 業 務 担 当 者、 疑 義 照

介 の 頻 度、 薬 歴 作 成 担 当 者、 薬 歴 の 内 容、 調 剤 作 業 の 充実 度、 試 験 検 査、 ＤＩ 活 動 状 況 な ど で あ る。

３） 設 備 点 は・ 薬 局 の 保有 す る 設備 の 充 実 度 を 表 し、 機 器 の 重 要 度 に 応 じ て ウ ェイ トづ け が 施 さ れ 点 数 化

し た も の。

現時 点で の 薬局 経営 の 社 会 成 果 研 究 の 基 盤 は、 こ の 平 成 元 年度 調 査 に よ っ て 確 立 さ れ て お り、

先 に 挙 げた 薬 局 経 営 の 四 範 晴 は、 こ の 二 度 目 の 調 査 に お け る 社 会 成 果 の 評 価 項 目 を 対 患 者 成 果

と い う 観 点 か ら再 構 成 した も の で あ る。 平 成 元年 度 調 査 で は 社 会 成 果 の 点 数 化の 試 み と し て、

各 評 価 項 目 に ウ ェ イ ト づけ を 施 し 社 会 成 果 点 を 算 定 して い る （表 一 ３）。 こ の 配 点の ウ ェ イ ト

の 差 も患 者に 対す る貢 献度 を 第 一 義 に 考 慮 して い る こ と に よ る。 そ の た め ｒ１） 休 日 受 入 体 制」

と ｒ３） 服 薬 指 導」 の 配 点 が 相 対 的 に 高く な っ て き て い る。 な お ｒ２） 薬 歴 作 成」 の 配 点 が 高

く にな っ 下 い る。 な お 「２） 薬 歴 作 成」 の 配 点 が
、 「３） 服 薬 指導」 の 半 分 に 設 定 さ れ て い る

の は、 薬 歴 作成 の 必 要 性 は 調 剤 比 率 に よ っ て 差 が あ る こ と （一 般 薬 中 心の 薬 局 で の 必 要 性 は 低

い）、 薬 歴 を 単 な る 記 録保 持 に と ど め る の で は な く 服 薬 指 導 へ の 積 極 的 活 用 に 意 義 を 認 め る か

ら で あ る
ｇ）

。

次 に、 こ の 薬 局 の 社会 成 果 の測 定 ・ 評 価 方 法 の 有 効 性 に つ い て 考 察 す る。 上 記 の 項 目は、 実

態 調 査 の た め に 想 定 さ れ た 網 羅 的 な も の で あ る が、 実 際に こ れ ら の 中 で 個 々 の 薬 局 に と っ て 利
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用 可 能 で あ り、 ま た 地 域 社 会 全 体 の 医療 行 為 の 質 的 向 上 に 役 立 つた め に は、 い か な る 条 件 が 必

要 で あ ろ う か。

表 一 ３ 平 成 元 年度 調 査 に お け る 社 会 成 果 の 評 価 基 準

（ ） 内 点数は、 最葛 配点を示す

項 目 １点１ 備 考 項 目 １ 点１ 備 考

ｉ 休日受人 体制 （３０、勅 ３）服 鋼 旨導 （３０点じ 休日時 問外対応と共 に患

Ａ．休ｉヨ受入体制 最高１５点 者対 応事項と して評 価

休 業しない １ｏ 動務体 制に無畷がある Ａ．指導の 有無

当 直を置く １５ 最 も体制作りに困難が認． 有り Ｏ

め られる 文書指導（^１－１） τ
一’
角座 芳髪隻付回数 の１Ｏ％

当 番制で対 応 １２
一
嘉曼階その努力を評価す 以上 の時

る ３
’
・
Ｉ

１Ｏ ％ 未 潜 の 時

近 隣 他 薬 局 に 依 存 ３ 評 価 で き な い □ 頭 指 導（舳一２） ３ ・
‘

１Ｏ％ 以 上 の 時

対 応 弔 き な い ｏ ２ 〃 １ｏ％ 未 満 の 時

Ｂ．時 閻 外 受 入 体 制 最 高１５点 無 し 一５

対 応できる １５ 休 日体制と同様に評価 Ｂ．追跡調 査 １５ 投藁後 のフＩロイ”クの 重要

当 番制で対 応 １２ 性評 価

近 隣他薬局 で対応 ３ Ｃ．服薬状 況の医師通報 ５ Ｂの評 価に加算

対 応 で き な い ｏ ４）Ｄ １ 活 動 （２ ０ 点）

２ 藁歴作 成 （１５ 劇 Ａ．医師 へのＤ１活動の有 τ

Ａ
．

作 成 の 有 無 無

有 り １ 実あ礫１５０％以 上 の 場 合十２ Ｂ．
問 い 合 わ せ を 受 け た ５ 月 処 方 菱 受 付 回 数 のｉ％Ｐ一

無 し 一５ 回数 傾 高５ 点） 上の 時

Ｂ．作 成 時 点 特 に言平価ｇ る 事 項 で はな ３ 〃 １％ 未 潜 の 時

Ｌ、 Ｃ．Ｄ１機 関 へ 問 い 合 わ せ ５ 月 処 方 菱 受 付 回 数 のＯ．１％

調斉揃 Ｏ 回数（最高５ 点） 以上 の時

調 剤 後 Ｏ ３ 〃 Ｏ．エ％ 未 満 の 時

一 部 調 剤 前・他 調 剤’’ ｉ 最 も 実 際 的 で あ る た め ．Ｄ．情 報 提 供 用ハ
．

η 川
’

３ 内 容 に よ り 評 価 が 異 な る

Ｃ．作成者 薬剤 師指導下による場 合 備 た め、 とりあえず 実行を

を考 慮した 評 価

薬剤師 １

非 薬剤師 Ｏ ５ 業 硯可上努力 （ｌＯ 劇

旦 の 他 ０ Ａ
．

業 務 マ ニ ュ ア ル

Ｄ． 記 入 事 項 量 も 童 点 的 に 考 慮 し、 当 調 剤 用 １

然 事項は評価せ ず、 惰報 般薬指導 １

収 拾困難度を配慮 した 薬歴作成 １

処方内 谷 ｏ Ｂ．研修参加

．患 老 佳所・電 話 番 号 Ｏ 外 部 研 修 工

併用薬 調査記入 ４ 内部研修 一

職 業・生 活 環 境 １ そ の 他 １
一

妊 娠・授 乳 状 況 且 Ｃ
．

近 隣 薬 局 と の協 調

副 作 用・既 往 歴 ２ 休 目・夜 閻 当 番 の 協！ １

ムの 他の特記事項 ２ 薬品の融遍・紹介 １

グルーフ研 惨 １

Ｄ．廃棄薬品 の有無 １ 薬品管理状況 の指繧と し

て評価

Ｅ．医療機閲 順位 １ｏ …駅 此 率８０％ 以上で

９８〉８０％ の 時

（出所） 『保 険 薬 局 の 業 務 と そ の 経 営 実 態 に 関 す る 調 査 研 究」 （平成元年度） 、 Ｐ －
７

一



薬 局 経 営 に お け る 社 会 成 栗 の 測 定 ・ 評 価 （中 村） ６１

上 記 四 範 躊 の う ち、 患 者 の 情 報 格 差 を で き る だけ 小 さ く す る と い う 面 で の 貢 献 と、 適 切 な 投

薬 指 導 に 直 接 利 用 で きる と い う
’
情 報価 値 の 点 で は、 １３〕の 薬歴 情 報 に 基 づ い た 社 会 成 果 の 測 定 ・

評 価 が 最 も 有 効 で あ る。 他 の ω、１２〕、１４〕の 評 価 項 目 は 重 要性 の 点 で 劣 る も の は で な い が
、 当 該

薬 局 の 規 模、 立 地 条 件、 処 方 せ ん 発 行 医 療 機 関 と の 関 係 な ど に よ っ て、 あ る 程 度 固 定 化 して し

ま う 傾 向 に あ る。 そ れ に 対 し て、 薬歴 情 報 の 投 薬 指 導 へ の 利 用 に 左 右 さ れ る こ と が な く、 個 別

薬 局 レ ベ ル で の 質 的 向 上 に 向 け て の有 用 な 手 段 で あ る。

一 方、 地 域 全 体 の 医 療 水 準 の 向 上に 向 け て の 利 用 と い う 点 で は、 地 域 薬 剤 師 会 が 社会 成果 の

測 定 主 体 と し て 機 能 す る 必 要 が あ る。 特 に 患 者 の 複 数 受 診 に よ る 薬剤 の重 複 投 与 な どは 個 人 別

薬 局 で の 検 証 力 に は 限 界 が あ り、 公的 機関 に よ る 医 薬 品 情 報 ネ ッ ト ワー ク の 必 要 性 が 求 め ら れ

る
。

１Ｖ 結 論

Ａ． 医 療 行 為 の 特 質 か ら 薬 局 の 社 会 成果 は 「薬 剤 師 が 患 者 に 対 して 行 う 投 薬 行 為 の 達 成 度」

と 定 義 で き、 こ れ は 患 者 に 対 す る貢 献 度 に 他 な ら な い。

Ｂ． 薬 局 の 社 会 成 栗 の 範 鴫 はｌ１般 薬 行為 の 評 価１２〕医 薬 晶 の 安 全 性 確 保１３〕医 薬 品情 報 の 収 集 と

提 供１４〕処 方 せ ん の 応 需 体 制 に 分 類 で き、 個 別 薬 局 レベ ル で の 利 用 可 能 性 と い う 点で は 薬

歴 に 基 づく 社会 成 果 情 報 の 活 用 が 有 効 で あ る。

Ｃ． 地 域社 会 レ ベ ル で の 患 者 に 対 す る 貢 献 度 と い う 点 で は、 個 々 の 薬 局 で 一 定 の 限界 が あ る

た め、 地域 薬剤 師 会 な どの 公 的 機 関 が 測 定 主 体 と な り、 薬 歴 の 共 有 な どの 社 会 成 果情 報

に 基 づ いた 経 営 指導 の 実 施 が 望 ま しい。

Ｖ 結びに代えて

本 研 究 は、 二 つ の 実 態調 査 に 基 づ い て 薬 局 経 営 の 社 会 成果 の 範 躊、 評 価 方 法 に つ い て の 考 察

を 行 っ た。 薬 局 経 営 の 社 会 成 果 研 究 はま だ そ の 端 緒 を 開 いた ば か り で あ り、 今 後 に 多 く の 課 題

を 残 し て い る。 こ こ で は 以 下 の 諸 点 を 指 摘 す る こ と で、 結 び に 代 え る こ と に し た い。

Ａ．薬 局 経 営 の 社 会成 果 の 測 定 方 法 の 再 検 討

平 成 元 年 度 調 査 に お け る 社 会 成果 の 評 価 方 法 は、 ア ン ケー トの 回 答 に 一 定の ウ ェイ トづ け を

施 し、 集 計 す る と い う 比 較 的 簡 素 な 算 定 方 法 に 拠 っ て い る。 これ は、 調査 目的 が 主 に 薬 局 経 営

の 実 態 を 把 握 す る と い う 事 実 発 見 に重 点 が お か れ た こ と、 そ して 将来 的 に 全 国 の 地 域 薬 剤 師 会

レ ベ ルで の 利 用 可 能 性 を 考 慮 した こ と に 起 因 す る も の で あ る。 従 っ て、 社 会 成 果 の 評価 項 目 の

選 択、 算 定方 法の 客観 性、 情 報 ユ ー ザ ー へ の 開 示 方 法な ど の 点で、 今 後 さ らな る 検 討 を 要 す る。

ま た、 社 会 成 果 と 経 済 成 果 の 相 関 関 係 の 解 明 も 重 要 な 課 題 で あ る。
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Ｂ．医療 経 営 へ の 応 用 研 究 の 必 要 性

薬 局 経 営 の 特 質 か らも 明 ら かな よ う に
、 お よ そ 病 院 等 の 医 療 サ ー ビスを 提 供 す る 経 営 は 本 来

的 に 倫 理 的 ・ 公 共 的 性 格 を 持 つ。 近 年、 病 院 管 理 学 で は 「医 学 の 質」 が 研 究 領 域 と し て 重 要 性

を 増 し つ つ あ る１ｏ）
。

医療 の 質 の 確 保 は、 最 適 か つ 目標 に 合 致 し た 診 療 を 患 者 に 提 供す る こ と を 目 的 と し、 主 に ア

メ リカ に お け る 医 師 集 団 の 相 互 検 討 評 価 組 織 を 中 心 と して 医 療 の 質 の モ ニ タ リ ン グ と 情 報 交 換

が 行 わ れ て い る。

医療 の 質 の 評 価 主 体 の 問 題 な どか ら、 客観 的 評 価 は 医 療 の 進 歩 を 阻害 す る こ と に な ろ う。 し

か し、 医療 行 為 の 質 に 関 す る 分 析 は 国 民 医療 の 水 準 確 保 の 観 点 か らわ が 国 に お いて も 認 識 さ る

べ き問 題 で あ り、 従 っ て、 医 療 経 営 にお け る社 会 成 果 の 測 定 ・ 評 価 と い う 観 点 で の 応用 研 究 の

必 要 性 が 強 調 さ れ る。

Ｃ１企 業 一 社 会 関 係 の 構 造 主 義 的 接 近 の 有 効 性

企 業 が 利 害 者 集団 に 与 え る 正 負 の 社 会 的 影 響 の評 価 基 準 は、 企 業 一 社 会 （各利 害 者 集 団） の

構 造特 性 およ び個々 の 関係 性に 応 じて、 相 対 的 に 異 な る と 推 測 さ れ る。 従 っ て 社 会 成 果の 測 定・

評 価 項 目 の 指標 化と 同 時 に、 企 業 一 社 会 関 係 の 構 造を 分 析 す る 必 要 が あ る。

こ の よ う な 分 析 視 角 は、 す で に 社 会 学 に お け る パ ー ソ ン ズ、 文 化 人 類 学 に お け る レ ヴ ィ ＝ ス

トロ ー ス らの 業 績 に 代表 さ れ る ｒ構 造 主 義」 的 方 法 に基 づく も の で あ る。 彼 らの 方 法 は そ れ ぞ

れ の 専 門 領 域 に よ っ て 相 違 は あ る が、 分 析 対 象 の ｒ構 造 的 包 括 性」 の 把 握 を 目 的 と して い る 点

で 同 一 の 志 向 を もつ。 構 造 主 義的 方 法 の 長 所 は、 本 来 多 様な 質 を も ち、 数 量 化 で き な い 企業 一

社 会 関 係 を 構 造 的 に 捉 え、 諸 変数 間 の 関 係 性 を 明 確 に で き る 点 に あ る。

構 造 主 義 的 な 分 析 方法 は１１〕共時 構 造 分 析 （あ る 一 定 時 期 に お け る 基 礎 的 構 造 の 論 理 化、 静 態

分析） と１２腫 時 構造 分 析 （時 間 的 推 移 の 中 で の 構 造 変 化 の 論 理 化、 動 態 分析） に 大 別 で き る
ｌ１）

。

社 会 成 果 の 分析 を 行 う 場 合、 ま ず 企 業 を と り ま く 利 害 者 タ イ プ 分 析 や 各 利 害 者 集 団 と の 関 係 性

の 把 握 な ど の 構 造 特 牲 が 問 題 と な る。 そ の 後、 時 間 経 過 の 中 で 企 業 一 利 害 者 集 団 の 関 係 性 の 変

化 を 記 述 す る、 通 時 構 造 分析 が 必要 で あ る。

現 在、 企 業 一 社 会 関 係 の 静 態 的 な構 造 分 析 の た め の フ レイ ム ワ ーク は 何 人 か の 論 者 に よ っ て

提 示 さ れ て い る が
１２～ 企 業 一 社 会 関 係 の 時 系 列 分 析 の 試 み は ほ と ん ど 未 開 拓 の 状 況 に あ る

１３し

特 に 社 会 成 果 の 測 定 ・ 評 価 基 準 の 設 定 は、 こ の 共 時 構 造 特 性 と通 時 構 造 変 化 に 応 じて 修 正 す る

必 要 が あ る。 こ の よ う な 点 か ら、 構 造 主 義 的 ア プロ ー チ に よ る 分析 は 今 後 の 企 業 一 社 会 研 究 に

お け る 有 効 な 方 法 的 基 礎 に な る も の と 考 え ら れ る。

Ｄ．そ の 他 に 以 下 の項 目 が 今 後 の 課 題 と し て 挙 げ ら れ る。

｛１〕 薬 局 と 患 者 の 相 互 関 係 に 関 す る 仮 説 の 設 定 と そ の 検 証



薬 局 経 営 に お け る 社 会 成 果 の 測 定 ・ 評 価 （中 村） ６３

１２〕 薬 局 経 営 の 国 際 比 較 の た め のフ レイ ム ワ ー ク の 構 築１４）

１３～ 継 続 的 な デ ー タ 収 集 に 基 づく 時 系 列 分 析

注

１） 本 稿 は、 日 本 大 学 理 工 学 部・ 中 村 健 教 授 を は じめ とす る 調 査 研 究 班 の 議 論 に 負う とこ ろ が 大 き く、 と

り わ け 研 究 全 体 の御 指 導 を い た だ い た 日 本 大 学 商 学 部・ 真 船 洋 之 助 教 授 に 深 い感 謝 の 意 を 表 し ま す。

２） 厚 生 省 委 託 研 究、 ｒ保 険 薬局 の 義 務 と そ の 経 営 状 態 に 関 す る 調 査 研 究』 （昭 和５９年 度 調 査 お よ び 平 成

元 年 度 調 査） 。 「薬 局 の 社 会 成 果」 と い う 概 念 は、 ５９年 度 調 査 に お い て 真 船教 授 に よ り 初 め て 導 入 さ

れ て お り、 本 稿 に お け る薬 局 の 社 会 成 果 の 範 職 は、 基 本 的 に 両 調 査 の 知 見 に 依 拠 し てい る。

３） 企 業 社 会 成 果 概 念 に 関 す る詳 細 な 説 明 は 真 船 洋 之 助、 ｒ現 代 企 業 成 果 論』 、 千 倉 書 房、 １９８６と 同 上、

『現 代 経 営 学」 、 テ イ ハ ン、 工９９０を 参 照。

４） 企業 と 社 会 の 関 係 性 を 「利 害 関 係 者」 ア プ ロ ー チ か ら 分 析 して い る 代 表 的 な 論 者 と し て Ｆｒｅｅｍａｎ

が 挙 げ ら れ る
。 Ｆｒｅｅ ｍ ａｎ，

Ｒ－Ｅ．，
“

Ｓｔｒａｔｅｇエｃ Ｍ ａｎａｇｅ ｍ ｅｎｔ ： Ａ Ｓｔａｋｅｈｏ１ｄｅｒ Ａ ｐｐｒｏａｃｈ ”

，

ｉｎ ： Ｌ ａ ｍ ｂ
，

Ｒ
。，

λ 由 α冊ｃε パ ω Ｓ一 ㈹丘２ 女 ｃ Ｍ αｍαｇ８㎜ ８刎 ，
Ｖ ｏ１ｕ ｍ ｅ １

， Ｊ ＡＩ Ｐｒｅｓｓ，
１９８３

， ｐｐ．３１－

６０を 参 照
。

５） 薬 局 経営 には 患 者 の 他 に 医 療 機 関、 従 業 員、 近 隣 薬 局 な どの 利 害 者 集 団 が 存 在 す る が、 こ れ ら の 集 団

に 対 す る 社会 成 果 は 最 終 的 に 患 者 に 対 す る 貢 献 度 に 収 敏 す る と 考え、 今 回 の 考 察 で は 薬 局 経 営 の 社 会

成 果 は 患 者 に 対 す る 貢 献 度 と す る。

６） 薬 剤 師 が 投 与 す る 薬剤 の 効 果 の 判 断 は 薬 学 ・ 医 学 の 専 門 的 見 地 か ら の 分 析 を 必 要 と す る た め、 そ の 評

価 項 目 の 検 討 は 本 稿 で 直 接 に 扱 う こ と は でき な い。

７） ＤＩ情 報 と はｄｒｕｇ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ の 略 で あ る。 こ の 場 合、 薬 局 が処 方 せ ん 発 行 医 療 機 関 に 対 し て 提 供

す る 医 薬 晶 情 報 を 意 味 す る。

８） 調 剤 比 率 と は、 薬 局 の 売 上高 に 占 め る 保 険 調 剤 の 報 酬 額 の 割 合 で あ り、 調 剤 比 率 の 多 少 に よ っ て、 当

該 薬 局 が 調 剤 業 務 と一 般 薬の い ず れ に 重 点 を おい て い る か を 判 断 で き る。

９） こ の 評 価 方 法 に 基 づく 調 査 結 果 に ？ い て は、 ｒ保 険薬 局 の 業 務 と そ の 経営 状 態 に 関 す る 調 査 研 究 （平

成 元 年 度 調 査） 』 、 ｐｐ．２４－２７を 参 照。

１Ｏ） 以 下 の 医 療 の 質 に 関 す る 記 述 は 高 橋 淑 郎
、

「病 院 管 理 学』 、
１９８８， ｐｐ．１２５－１３３を 参 照。

１１） 共 時 構 造 と 通 時 構 造 に 関 す る 分 析 方 法 に つ い て は、 丸山 圭 三 郎、 ｒソ シュ ー ル を 読 む』 、 岩 波 書 店、

１９８３が 示 唆 に 富 む。

１２） 代 表 的 な フ レ イ ム ワ ー ク に は 、 Ｆｒｅｄｅｒｉｃｋ
，

Ｄａｖｉｓ ＆ Ｐｏｓｔ ら に よ る 第 一 次 関 連 性 ・ 第 二 次 関 連

性 に も と づ く 企 業 と 社 会 の 相 互 作 用 モ デ ル が あ る 。 Ｆｒｅｄｅｒｉｃｋ
，

Ｄａｖｉｓ ＆ Ｐｏｓｔ，
Ｂ 舳ｊｍ ∬

○材 Ｓ ㏄ 〃 ツ （６ｔｈ Ｅｄｉｔｉｏｎ）
，

Ｍｃｇｒａｗ－Ｈｉ１１
．

１９８８
．

を 参 照。

１３） Ｓｅｔｈｉ は 多 国 籍 企 業 と そ れを と り ま く 利 害 者 集 団 と の 関 係 の 時 系 列 分 析 を 行 っ て い る。 詳 細 はＳｅｔｈｉ，

Ｐ
－
Ｓ
． （ｅｄ。

）
，

Ｂω５’ ｍ ∬ α 棚 Ｓ ㏄ ｛ｅ 妙，
Ｌｅｘｉｎ ｇｔｏｎ Ｂ ｏｏｋｓ，

１９８７
， ｐｐ．

６０９－６２５ を 参 照
。

１４） こ の 点 に 関 し ては、 ケ ル ン 大 学 商 業 研 究所 が１９８４年 に 実 施 した 西 ドイ ツ 薬 局 の 経 営 比較 か ら 有 益 な 示

唆 が 得 ら れる。 こ の 経 営 比 較 は１９７７年 か ら１鎚４年 ま で の 時 系列 分 析 で あ り、 商 品 グ ルー プ 別 売 上 高、

販 売 方 法別 売 上高、 仕 入 先 別 仕 入 の 分 類 等 の 項 目 を 設 定 し てい る 点 が 注 目 さ れ る。 詳 細 に っ い て は、

真 船 洋 之 助 稿、 「商 業 経 営 の 経 営 比 較 の 方 法 と 経 営 指 数 一 ケ ル ン 大 学 商 学 研 究 所 の 実 施 す る 経 営 比 較

の 方 法 を中 心 に 一」、 ｒ現 代 会 計 と 原 価 計 算』 所 収、 中 央 経 済 社、 １９８９．を 参 照。


